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東葛南部地域における

地域医療構想調整会議

～これまでの経過と今後の予定～

資料１
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昨年度の取組状況

○病床機能の見える化の取組については、各医療機関の協力を得て調査を実施
し、入院患者の病態により、病床単位で分類すると、病床機能報告のように
大幅な急性期過剰という状況はなく、必要病床数に近い運用実態であること
が確認された。

○調査結果を踏まえ、病床機能報告の具体的な医療の内容の状況をもとに病床
単位で推計することで、今後の推移を確認していくこととした。

今年度以降の方向性

○地域課題の見える化や対応策に関する意見交換を中心に会議を進める。
○今年度、来年度と保健医療計画の一部改定が予定されていることから、計画
に対する意見聴取を実施する。

○国から求められる議題等については必要に応じて対応をしていく。

地域課題の方向性（案）

○地域医療連携の在り方等について実態把握や意見交換を行う。
（詳細は議事２で別途説明）

昨年度の取組状況と今年度以降の方向性
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令和元年度 令和2年度
7～9月 10～12月 1～3月 4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

保健医療
計画改定
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

地域医療
構想調整
会議

地域
課題

病床機能
報告

具体的
対応方針

☆
全体会議

(8/21)

☆
全体会議

(11/19)
部会・全体会等開催

（基本方針は協議にて決定）

☆
全体会議
(11月頃)

医師確保計画・外来医療計画
策定に向けた分析・検討等

素案作成

一部
改定

在宅医療計画中間見直し
に向けた分析・検討等

素案作成

一部
改定

現状把握のための
委託調査の実施等

現状把握のための
委託調査の実施等

意見
聴取

意見
聴取

回復期・
慢性期病院調査 地域医療連携の課題抽出と取組

H30年度
結果公表
(9月頃)

R1年度
結果公表
(9月頃)

情報の更新等

定量基準による
推計結果報告

情報の更新等

定量基準による
推計結果報告

協議の
実施

協議の
実施

今後のスケジュール

※令和2年度のスケジュールについては、現時点の想定であり、今後変更になる可能性があります。
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スケジュール概要

保健医療計画の一部改定
○医師確保計画及び外来医療計画を新たに策定するに当たり、今年度末に保健
医療計画（以下「計画」という。）の一部改定が予定されている。

○また、在宅医療に関する内容については、３年間で中間見直しをすることと
されており、来年度末に計画の一部改定が予定されている。

○それぞれ秋頃に開催が見込まれる会議において計画に対する意見聴取を行う。

医療機関ごとの具体的対応方針
○昨年度の会議で協議を行った医療機関ごとの具体的対応方針について、毎年
度、時点更新をして会議で確認を行う。

○具体的対応方針の合意内容の検証方法が国から提示され、それに応じた再協
議が求められているため、併せて実施する（詳細は取りまとめ中のため、次
回の会議に向けて整理する）。

病床機能報告と定量的基準に基づく推計の実施
○ 9月頃に確報値が公表予定となっていることから、秋頃に開催予定の会議に
おいて、各医療機関の報告結果と昨年度協議した定量的基準に基づく推計結
果を報告する。
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具体的対応方針の今後の協議の進め方

方針の
策定状況

状況 対応

策定済 役割・機能を変更する場合 変更内容及び理由の報告を依頼する

未策定 新規開設等により未策定の場合 対応方針の策定を依頼する

基本方針①昨年度作成した一覧表を時点更新して、毎年度、確認をしていく。

基本方針②病棟の建替え等の施設整備については、今後の方針への影響が想定
されるため、一覧表の更新と併せて、整備計画を情報共有していく。

状況 対応

公立病院
(病院事業)

(1) 新築・増改築を行う場合
(2) 機能変更を伴う内部改修等

整備計画書の提出を依頼するとともに、
(1)の場合は会議での説明を依頼する

その他 機能変更を伴う施設整備 整備計画書の提出を依頼する
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施設整備に対する財政支援

財政支援 対象 国からの求め

特別交付税措置 公立病院
（病院事業）

地域医療構想との整合性や計画に対する
会議での協議・確認が求められている。

施設整備補助金
(地域医療介護総合確保基金)

補助対象医療機関 会議において調整を行い、具体的な整備
計画が定まった事業を優先して、基金配
分額の調整を行うこととしている。

特別償却制度
【新制度】

青色申告書を
提出する医療機関

施設整備によりいずれかの機能の病床が
増床することについて、会議で確認する
ことが求められている。

施設整備に対する財政支援について

「具体的対応方針の今後の協議の進め方」の基本方針②で記載した整備計画書
の提出をもって、必要な協議・確認とし、昨年度同様に、大きな反対意見がな
ければ、合意済みとして進めていく。

医療機器（全身用MRI,CT）の購入については、これまでも特別償却の対象と
されていたが、今年度以降、使用頻度が一定基準以下の更新、共同利用しない
新規（追加）購入については地域医療構想調整会議で確認が必要となった。



1.設置目的

①県内における持続可能で質の高い医療を実現する方策を検討する

②適切な人材の育成を通じ、県内に定着する医療従事者の増加を図る

③大学医局等の関係者も含めて協議し、医療機関の役割分担と人材配置の

在り方について意見の集約を図る

2.予算

・千葉県健康福祉部より年間3,500万円寄附(予定)
3.設置期間

・2019年8月1日―2022年3月31日（2年8ヶ月間）
4.人員体制

・吉村健佑ほか 総員20名(専任4名・兼任16名) ※今後増員予定

5.設置場所

・医学部附属病院企画情報部内

千葉県寄附研究部門 千葉大学医学部附属病院
次世代医療構想センター 概要 千葉大学病院

作成資料（抜粋）
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政策医療分野(小児/新生児・産科・救急)を優先し、以下の事項に取り組む

1. 各地域のニーズ、病院の機能、医師のキャリア形成の傾向を明確化する

ための精緻なデータの収集と分析および可視化する

2. 保健医療計画と大学医局による医師派遣の整合を目指した意見交換の場

を通じ、問題点を抽出する

3. 働き方改革や情報通信技術(ICT)の進展を見据え、医療提供の効率化と

新たな提供の在り方を検討する

4. 今後の医療提供について、医療を受ける側である地域住民に周知する方

策と合意形成モデルを検討する

千葉県寄附研究部門 千葉大学医学部附属病院
次世代医療構想センター 具体的な研究内容

次世代の医療を支える「人材確保戦略」などをまとめ

千葉県をモデルに持続可能で質の高い医療の提供を実現

期待される成果

８


